
令和元(2019)年度 第２回 栃木県生活交通対策協議会 議事録要旨 

 

令和元 (2019)年 10 月 10 日 

栃木県県土整備部交通政策課 

 

１ 日  時  令和元(2019)年９月 11 日（水）14：00～16：40 

２ 場  所  栃木県庁東館４階講堂 

３ 会 議 名   令和元(2019)年度 第２回 栃木県生活交通対策協議会 

４ 出席委員数   34 委員／全 37 委員 

５ 結果概要 

（１）開 会 

（２）あいさつ 

（３）講 演【資料３】 

① タイトル 「日本版 MaaS の実現に向けた最近の交通政策の動向について」 

② 講 師  国土交通省関東運輸局交通政策部交通企画課長 村田 智紀 氏 

③ 内 容  別添講演資料のとおり 

（４）協議事項 

① 令和２(2020)年度栃木県生活バス路線の指定について【資料４】 

    関東自動車株式会社から 72 系統、ジェイアールバス関東株式会社から１系統、日

光交通株式会社から１系統、合計 74 系統について、申請内容どおり維持・確保が

必要な路線として承認された。 

② 地域間幹線系統確保維持改善計画の変更について【資料５】                                      

    ６月に承認を受けた当該計画について、関東自動車から１系統の変更申請があった

ことから、変更内容を協議し承認された。 

   ③ 協議会の会議の公開に係る栃木県生活交通対策協議会設置要綱の改正について 

【資料６】 

第３回協議会から、協議会の会議を原則公開とする要綱の改正について承認された。 

（５）その他 

  ① とちぎエコ通勤 week の実施について 

    エコ通勤 week の実施及び協力依頼について、事務局から説明を行った。 

  ② 公共交通副読本のこども無料券の対象拡大について【資料７】 

    公共交通副読本に添付されているこども無料券の対象拡大に向けて、後日委員の意

見を伺い、次回の協議会で諮ることについて、事務局から説明を行った。 

  ③ 市町村生活交通の運行状況について【資料８】 

    市町村が運行している生活交通（コミュニティバス・デマンド交通）の運行状況に

ついて、情報提供を行った。 

   


